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【2018年8月4日～2018年8月10日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに大きく

下落しました。トルコの2年国債金利は上昇しました。

米国によるトルコの閣僚2人（ギュル法務大臣とソイル

内務大臣）に対する制裁発動を受けて、週初にトルコ

当局の代表団が訪米しましたが、事態を打開できませ

んでした。10日（現地、以下同様）には、トルコ・リラが

軟調に推移していたところに、トランプ大統領がトルコ

に対するアルミ・鉄鋼の関税を２倍に引き上げると表明

したことが追い討ちをかけ、エルドアン大統領が通貨

安に対して有効な対策を打ち出さなかったこともあり、

トルコ・リラは対米ドル・対円ともに史上最安値を更新

しました。国債も売られ、金利は上昇しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

エルドアン大統領の娘婿であるアルバイラク財務相

は10日に、市場の懸念緩和に向けた行動計画を策定

したことを明らかにし、13日から実行すると表明したも

のの、市場の懸念を払拭できるか不明です。エルドア

ン大統領は12日の演説で、なおも政策金利の引き上

げに否定的な考えを示し、「政治的陰謀」「降伏はしな

い」といった国家主義的で強気な発言を繰り返しまし

た。国民に向けては、保有するドルや金をリラに両替

するよう訴えました。エルドアン大統領はIMF（国際通

貨基金）に支援を仰ぐ選択肢についても否定的な姿

勢を示しており、トルコ市場は予断を許さない状況が

続きそうです。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


